
 
 

平成２１年度事業報告 

 

財団法人豊田市国際交流協会 (Toyota International Association：TIA)は、昭和６３年

１０月の設立以来「国際化の主役は市民である」の理念のもと、国際交流・国際理解教育・

多文化共生の活動を三本柱とし、地域の国際化を推進してまいりました。  
 平成２１年度は、厳しい経済環境が続く中、国際化をとりまく状況は大きく変化し、こ

れまでブラジル人を中心に増加を続けてきた外国人登録者はこの１年で約１，３００人、

約８％も減少いたしました。こうした中、ＴＩＡでは誰もが安心して暮らせるまちづくり

を目指し、これまで休日限定で実施してきた多言語相談を平日にも実施するとともに、就

職のための日本語教室を１年間にわたって開催してまいりました。また、１０月 1 日を「国

際の日」と定め、記念講演やパネル展の開催を始め「国際の日」給食や、市内の４４の飲

食店、企業、公共施設等の協賛による優待制度等の事業を実施してまいりました。「国際の

日」に関連して誘致した国際協力機構（ＪＩＣＡ)のボランティア説明会では１１９人が参

加し、内１１人の市民が青年海外協力隊や、シニア海外ボランティアとして派遣されまし

た。 

一方、平成２０年のブラジル移住１００周年を記念して開催した「ビバ！ブラジルデー」

のブラジル人参加者が自らの組織を立ち上げ、地域住民との交流事業を開催しました。Ｔ

ＩＡの登録ボランティアも３７６人と前年より１０％近く増加し、新たに７つのボランテ

ィアグループとサークルが誕生するなど、厳しい環境の中であっても市民の知恵とパワー

を改めて実感した１年でした。 

これからも、市民一人ひとりが豊田市の一員であると同時に国際社会の一員であること

を意識し、行動することを目指して実施する「国際の日」を始め、多様な国際化事業を市

民の皆さまと取り組むことで、国際化のまちづくりを果たしてまいります。 

 

１ 交流事業                                    

（１）国際親善受入事業 

豊田市を訪問する外国人学生などの国際親善使節を受け入れ、市民との交流の機

会を持ち、相互理解と友好親善を深めた。 

 

ア ウエイン州立大学（米国デトロイト市） 

時  期  平成２２年３月１９日～２４日 

受入人数  ３人 

 

イ 桜花学園大学留学生（韓国） 

時  期  平成２１年１１月１４日～１５日 

受入人数  ５人 

 

（２）World Campus International（ＷＣＩ）受入事業  
前身である Up With People の精神を引き継ぎ、参加者はホームステイや地域活



 
 

動などを通じて国際感覚やボランティア精神、リーダーシップ能力を養うプログラ

ムに協力。また、参加者と市民との国際交流を図る。  
時  期  平成２１年４月４日～９日  
受入人数  ２３人  

 
（３）ＴＩＡナショナルデー 

とよたグローバルスクエアにおいて世界各国の文化や生活を紹介・披露するナシ

ョナルデーを開催し、外国人住民と市民との交流と相互理解の場を提供した。 

時  期  平成２１年４月１２日～平成２２年３月２１日 

日曜日 午後２時～ 

内  容  全１８回 

１８か国の歌や踊りの披露、多文化体験、試食など 

参 加 者  １，０６４人 

 

（４）国際の日の制定と普及（新規）  
ＴＩＡが設立された１０月１日を「国際の日」と定め、豊田市の住民一人ひとり

が豊田市の一員であると同時に国際社会の一員であることを意識し、行動すること

ができるようにＰＲ事業を開催した。  
 

ア 記念講演「みんな地球に生きるひと―今わたしたちができること」  
    時  期   平成２１年１０月１日（木）  
    内  容   アグネス・チャン氏による講演。世界の現実に目を向けることの  
           大切さや地球規模の課題解決に向けての取組について。  

       参  加  者  １８８人  
 

イ   市民活動紹介パネル展示  
     時  期    平成２１年１０月１日～４日  
     内  容    主に市内で活動する１５の団体、グループの活動紹介。  
 

ウ 記念給食と「おいしい！カード」配布 

    時  期    平成２１年１０月１日（木）  
     内  容  「おいしい！」が世界の言葉で書かれたカードを、記念給食の際、  

            市内小・中・特別支援学校の児童生徒に配布。 

 

エ 優待制度  
    時  期    平成２１年９月～平成２２年３月  
     内  容  ４４の飲食店、企業、公共施設等の協力。  
 
 



 
 

オ 海外ボランティア説明会（国際協力機構（ＪＩＣＡ）との共催）  
    時  期    平成２１年１０月３日（土）  
     内  容    ＪＩＣＡ青年・シニアボランティアの募集説明会   

 参  加  者    ３９人  
  

カ ビバ・ブラジルデー２００９（豊田日伯協会との共催）  
       時  期  平成２１年１０月３日（土）  
        内  容  平成２１年４月に結成されたブラジル人自助組織「豊田日伯協

会」が豊田スタジアムにて日伯交流イベントを開催  
 
      キ 民芸館まつり「英語でガイド」  

（ＴＩＡボランティアグループＥ－ＩＦＦとの共催）  
      時  期  平成２１年１０月３日（土）   
      内  容  Ｅ－ＩＦＦのメンバーが民芸館まつりを英語でガイド  
       参  加  者  １７人  
 
   ク タンザニアの子どもたちの環境と文化に触れて考える国際貢献講座  

（ＴＩＡボランティアグループオープンハートとの共催）  
      時  期  平成２１年１０月４日（日）  
      内  容  タンザニアの子どもたちの現状の紹介、お菓子作り、現代絵画  
            の体験  
      参  加  者  ６０人  
    
   ケ あいちワールド・フレンドシップ・フェスタ（愛知県との共催）  
      時  期  平成２１年１０月１０日（土）、１１日（日）  
      内  容  フレンドシップ国との交流を行う市民団体や大学、政府機関の  
            協力のもと、活動紹介、文化の紹介、ワークショップ等  
 
   コ ＰＲ事業  
      時  期  連合メーデー 平成２１年５月９日（土）  
                まちパワーフェスタ 平成２１年１０月３日（土）  
                トヨタビッグホリデー 平成２１年１０月２４日（土）  
          内  容  ブースを出展し、パネル展示、チラシ及びＰＲグッズの配布や  
            国際の日クイズ等を実施し広く市民向けにＰＲ活動を行った。  
        
 （５）その他各種共催事業  

諸外国との相互理解と友好親善を深める各種交流事業を類似の団体とともに開

催し、交流事業の多様化を図るため、随時、内容検討の上実施した。今年度は、

愛知県が開催する「あいちワールド・フレンドシップ・フェスタ」において、市



 
 

民グループ等との共働による展示ブースの設置やステージへの出演により、平成

１７年度の愛・地球博一市町村一国フレンドシップ事業の豊田市のフレンドシッ

プ国のうち、６か国（韓国、フィンランド、ロシア、メキシコ、スリランカ、ア

メリカ）を紹介した。  
時  期  平成２１年１０月１０日（土）、１１日（日）  

午前１０時～午後４時  
会  場  愛・地球博記念公園（長久手町）  
内  容  市民ボランティアグループ５団体が展示ブースにて、国・文化・ 

交流活動の紹介、民族衣装の展示、食べ物の販売（５団体のう

ち２団体）を実施し、２団体が愛知国際児童年記念館内のステ

ージにおいて、文化を紹介するパフォーマンスを実施した。ま

た、メキシコ大使館、韓国観光公社（韓国政府観光局）に国・

文化を紹介するパンフレットの提供の協力をいただいた。  
 

国  名 参加団体名 内     容 

韓国 

（展示/販売 

ステージ） 

在日本大韓民国民団  

愛知県豊田支部 

民族衣装試着、韓国食品の販売（キムチ、

のり他）、韓国伝統音楽（サムルノリ）

の演奏 

韓国観光公社 

（韓国政府観光局） 

展示物の協力 

フィンランド 

（ワークショップ） 

ハノーバー・ユニット フィンランドとの交流紹介 

和紙漉きワークショップ 

ロシア 

（展示） 

言語交流研究所 

ヒッポファミリークラブ

交流写真展示、ロシアについてのクイズ

メキシコ 

（展示/販売） 

桜花学園大学 メキシコ紹介・ポスターや民族衣装展

示、食べ物（タコス）の販売 

メキシコ大使館 展示物の協力 

スリランカ 

（展示） 

自立のための道具の会 スリランカへの支援活動紹介展示とＤ

ＶＤ放映、スリランカと日本の道具の比

較及び体験等 

アメリカ 

（ステージ） 

ハラウ アイナ ホオプカ

エ カ ラ 

フラダンスの披露 

 
２ 相談・斡旋事業                                 

（１）ボランティア登録・育成・紹介事業 

通訳、交流、支援などを行うボランティア３７６人が登録し、多様な活動を展開

した。また、緊急日本語講座や外国人求職者相談会には企業からのボランティアも

多数参加いただいた。 

ア ボランティアの登録・育成・紹介の実施 



 
 

個人またはグループボランティアは、年度毎に登録・更新。新たに登録を希望

する人には個々のボランティア活動を紹介し、人材の育成を図った。 

①個人ボランティア      通訳・翻訳 

交流企画・推進ボランティア 

業務サポート（機関誌発送作業など） 

ホームステイ・ホームビジット 

②グループボランティア 

国際交流          オープンハート 

日本文化紹介 

国際協力          ほづみ会 

外国人住民と交流・支援   Ｅ－ＩＦＦ 

ひらがなうぃずゆー 

日本語サロン 

Ａｌｐｈａ日本語教室 

日本語教室はじめのいっぽ（新規） 

学習・情報提供       海外生活体験者グループ 

 

イ ボランティア意見交換会の開催 

ＴＩＡとボランティアグループの事業や活動状況の情報を共有するとともに、

ボランティア活動環境の整備に努めた。 

時  期    平成２１年４月２６日（日）、平成２２年３月７日（日） 

計２回 

参 加 者  各グループ代表者及び中堅層 

 

ウ 日本語支援ボランティア養成講座 

日本語学習を支援するボランティアのためのオリエンテーションを開催し、

ＴＩＡの教室で日本語学習のボランティア活動における初動体制を支援すると

ともに、その後の活動への定着を促した。 

時  期  平成２１年４月４日～平成２２年３月２１日 随時受付 

全２５回／年 

内  容  初めて日本語指導を学ぶ人のための基礎講座 

参加資格  日本語支援活動に興味があり、講座終了後はボランティア活

動のできる人 

参 加 者  ３６人中２１人が活動継続（定着率５８％） 

 

（２）外国人多言語相談事業 

    従来からの休日相談以外に、緊急雇用創出事業及びふるさと再生雇用事業におい

て、平日についてもポルトガル語・中国語の相談窓口を増設した。これにより、年

間相談件数は、１，８９７件にのぼった。 



 
 

ア 休日ポルトガル語・中国語相談 

ポルトガル語（土・日）、中国語（火午後・土午前）の体制で、外国人住民のた

めの相談活動を実施した。 

      相談件数 １５３件 

 

    イ 外国人緊急相談 

       雇用状況の悪化に伴い急増している外国人からの相談に対応するため、ポル

トガル語での相談窓口を平日にも設置し、関係機関窓口への仲介や情報提供、

通訳・翻訳を行った。 

        時  期 平成２１年４月１４日～平成２２年３月２６日  

毎週火曜日～金曜日 午前１０時～午後４時 

      相談件数 ３１９件 

 

    ウ ふるさと雇用再生特別基金中国語相談（新規） 

雇用状況の悪化に伴い急増している外国人からの相談に対応するため、中国

語での相談窓口を平日にも設置し、関係機関窓口への仲介や情報提供、通訳・

翻訳を行った。 

        時  期 平成２１年６月３日～平成２２年３月３１日  

毎週水曜日～金曜日・日曜日 午前１０時～午後４時 

      相談件数 ２７件 

 

エ 当協会の職員による相談事業 

       上記相談員の配置がない時間帯においても、英語・スペイン語・タガログ語

については、当協会職員により常時対応した。 

時  期 平成２１年４月１日～平成２２年３月３１日 

        相談件数 １，３９８件 

 

（３）通訳派遣事業 

外国人が市民生活を送る上で、生命の危機など緊急性を要するケース、人道・人

権に関わる問題、福祉・保健・医療・教育に関わる諸手続きなどに関するケースに

対し通訳を派遣した。 

 依頼件数 ６件 

        派遣回数 ２回 

        言  語 ポルトガル語２件 

 

 （４）翻訳事業 

市役所など公的機関に提出する公的書類についての翻訳を行うとともに、中国人

住民への行政サービス等に関する翻訳業務を市から受託し実施した。 

   依頼件数 市依頼分：３９件（中国語翻訳依頼） 



 
 

そ の 他：英語２２件、ポルトガル語９件、インドネシア語１件、 

ハングル１件（出生・結婚証明書の翻訳など） 

 

（５）市内及び近隣地域の学校国際理解教育プログラム相談・支援事業 

小中学校に対して国際理解教育実施に関する情報提供等の支援を行った。 

相談件数 ８件 うち講師派遣 ２校（小学校）、講師派遣人数 ３人 

 

（６）ブラジル人自助組織支援 

    外国人住民の半数を占めるブラジル人住民で構成された自助グループが立ち上が

り、団体が円滑かつ効果的な活動ができるようサポートを行った。  
 
   ア 豊田日伯協会  
      主な活動 協会設立式（平成２１年４月１１日）、ブラジル人保護者を対象

とした教育セミナー（平成２１年６月１４日）、ビバ！ブラジル

デー２００９（平成２１年１０月３日）など  
 
   イ 保見ケ丘ブラジル人協会 

主な活動 国際フェスタ（平成２１年５月１７日）、保見夏祭りへの参加、

保見団地防犯パトロールへの参加、情報ちらし「保見団地インフ

ォメーション」の発行など 

 

（７）国際協力機構（ＪＩＣＡ）ボランティア説明会開催事業（新規）  
独立行政法人国際協力機構（ＪＩＣＡ：ジャイカ）の海外ボランティア派遣事業

の説明会を開催し、市民の事業への参加や国際協力への理解を促進した。  
 

ア 春の説明会  
日  時 平成２１年４月２５日（土）午後５時～７時  
参加者数 ８０人  

 
イ 秋の説明会  

日  時 平成２１年１０月３日（土）午後２時～４時  
参加者数 ３９人  

 
３ 研修・啓発事業                                 

（１）日本語講座 

市内外国人住民が日本人と円滑なコミュニケーションを図り、充実した日常生活

を送るために、専門講師による日本語講座を実施した。 

時  期  毎週土曜日 午前９時３０分～正午  全２０回 

前期：平成２１年４月１１日～９月１１日 



 
 

後期：平成２１年１０月１７日～平成２２年３月２０日 

ク ラ ス  入門～初級レベルの４クラス   

受 講 者  全１８６人（前期１０１人、後期８５人） 

出身地：ブラジル、中国、韓国、タイ、ペルー、フィリピン他 

 

（２）外国人求職者のための緊急日本語講座 

   ２００８年末からの雇用状況悪化の長期化に伴い増加している外国人失業者の再

就職を支援するため、最低限の日本語でのコミュニケーション能力の習得を重視し

た日本語教室を開催した。  
時  期 １期 平成２１年５月１４日～９月２２日  全５０回 

２期 平成２１年９月２４日～１２月１８日 全３３回 

３期 平成２２年１月１２日～２月２６日  全１７回 

４期 平成２２年３月４日～３月２３日   全８回 

いずれも火・木・金曜日 

入門クラス 午前１０時～正午／初級クラス 午後１時～３時  
ク  ラ  ス 入門～初級レベルの２クラス 

 受 講 者 延べ１８８人（入門１０１人、初級８７人） 

 

（３）国際理解教育セミナー 

人権や平和など地球規模の問題への理解を深め、解決のため実践的な行動を起こ

すことができる市民の育成を狙いとした参加体験型のセミナーを行った。  
 

ア 「外国籍の子ども・青少年を対象としたセルフエスティーム講座～子ども・わ 

かもの元気セミナー～」 

時  期 平成２１年５月２０日（水）、２１日（木） 

受 講 者 保見地域で活動するＮＰＯ法人が運営する日本語教室等や市内

のブラジル人学校のスタッフ・在籍者など３５人 

 

イ ＴＩＡ夏の親子国際理解教育セミナー「チョコレートから世界を見よう！」 

     時  期 平成２１年７月４日（土） 

       受 講 者 豊田市在住の親子２３人 

 

ウ 「もっと知りたい？携帯電話のコト」 

       時  期 平成２２年２月２７日（土）  
       受  講  者 ８人  
 

（４）外国語講座 

外国人住民や短期来訪外国人とのコミュニケーションを推進するため、多様な語

学講座を開催した。 

 

 



 
 

ア ハングル講座 

時  期  前期 平成２１年５月１３日～９月２日 

           毎週水曜日 午後２時～４時 全１６回 

後期 平成２１年１１月２７日～平成２２年３月１９日 

    毎週金曜日 午後７時～８時半 全１６回 

       受 講 者  前期２０人、後期２１人 

 

イ 中国語講座 

時  期  前期 平成２１年４月７日～７月２８日  

毎週火曜日 午後７時～８時半 全１６回 

後期 平成２１年１０月１５日～平成２２年１月７日  

毎週木曜日 午後１時半～３時半 全１２回 

受 講 者  前期１９人、後期１３人 

 

ウ スペイン語講座 

時  期  前期 平成２１年５月１５日～７月３１日 

          毎週金曜日 午後６時半～８時 全１２回 

     後期 平成２１年１２月１０日～平成２２年３月１８日 

          毎週木曜日 午後６時半～８時 全１２回 

受 講 者  前期１８人、後期２２人 

 

エ その他外国語講座 

①タガログ語 

時  期  平成２１年８月２１日～１１月２７日  

毎週金曜日 午後７時～８時半 全１２回 

受 講 者  １０人 

②ドイツ語 

時  期  平成２１年１０月３日～１１月２１日  

毎週土曜日 午後５時～７時 全８回 

受 講 者  ２２人 

      ③ポルトガル語 

時  期  平成２１年１０月８日～１２月１７日  

毎週木曜日 午後６時半～８時 全１０回 

受 講 者  １４人 

 

（５）豊田市外国人災害サポートボランティア養成講座 

大規模災害発生時、市の要請によって出動し、外国人被災者への通訳・翻訳とい

ったことばの面からサポートが行える人材を確保し、支援に必要なスキルを高める

ための講座を行った。 



時  期  第１回 平成２１年１０月２４日（土） 

     第２回 平成２１年１０月３１日（土） 

      第３回 平成２１年１１月２１日（土） 

内  容  第１回 

１）オリエンテーション（ＴＩＡ） 

                ２）豊田市在住外国人について、外国人被災者対応(市国際課) 

３）豊田市の災害の特徴と外国人被災者への対応(市防災防犯課) 

４）災害図上訓練ＤＩＧ（特定非営利活動法人レスキュースト 

  ックヤード松田曜子氏） 

第２回 

１）「災害時のボランティア活動～外国人住民支援」（多文化共 

 生マネージャー・滋賀県商工観光労働部国際課高木和彦氏） 

２）自宅での課題：災害に関する資料の翻訳演習 

           第３回 

           １）災害シュミレーション「災害時に必要な翻訳＆通訳～知識と 

演習」（特定非営利活動法人多文化共生センター・東京  

             柴山智帆氏） 

           ２）修了式 

受 講 者  ２６人（外国人９人、日本人１７人） 

言  語  修了者１８人（中国語１人、スペイン語２人、英語１３人、ポル

トガル語２人） 

 

（６）小学生国際理解教育学校招待プログラム 

市内の小学生７４２人をとよたグローバルスクエアに招き、大学生を中心とした

市民ボランティアグループによる国際理解教育を実施した。開催日、参加校などは

次のとおり。 

 
 

実施日 小学校 児童数 授業実施グループ 実施授業内容 

 ５月２８日 山之手 １０５ 名古屋大学 EIUP 留学生から学ぶ 

 ５月２９日 東保見 ７３ 幼い難民を考える会 
おもちゃを知らない子どもた

ち 

 ７月 ３日 飯 野 １２５ ＴＩＡ 青年海外協力隊について 

 ７月１０日 若 園 １２８ Smile 世界の遊び 

 ８月１８日 追 分 １８ 愛知淑徳大学 タイを知りたい 

１０月３０日 岩 倉 ４０ 愛知淑徳大学 世界が１００人の村だったら

１１月２０日 東 山 ８３ Smile 世界の遊び 

１２月 １日 元 城 ７０ 愛知淑徳大学 世界が１００人の村だったら

 １月１５日 中 山 １００ 名古屋大学 EIUP 留学生から学ぶ 

 合 計 ７４２   



 
 

４ 情報収集・提供事業                               

（１）ＴＩＡ機関誌発行事業 

国際交流に関する情報とＴＩＡの事業案内等のための機関誌「ＧＬＯＢＡＬ ＩＮ

ＦＯ」を発行。県・市町村の国際交流担当部署、各種国際交流団体、ＴＩＡ関係者

及びボランティア等に配布。 

発行回数  年４回（平成２１年４月、７月、１０月、平成２２年１月） 

規  格  Ａ４サイズ ４頁 

発行部数  ３，０００部／１回 

 

（２）国際理解教育ニュースレター発行事業 

国際理解教育の教材、セミナーの開催等の情報を、教育関係者を中心に提供。 

発行回数  年３回 

規  格  Ａ４サイズ ２頁１枚  

発行部数  ２，５００部／１回 

 

（３）広報とよた「外国人のための情報コーナー」 

市の広報紙に英語・ポルトガル語による各種生活情報を掲載した。 

発行回数  ２４回（月２回、毎号掲載） 

規  格  Ａ４サイズ １頁 

発行部数  約１５２，０００部／１回 

 

（４）ＴＩＡホームページの運営 

日本語の他、ポルトガル語・英語・中国語サイトにＴＩＡの事業を始め、各種生

活情報を掲載し情報提供に努めた。 

 

（５）多文化カレンダーの作成 

外国人住民との共生を促進するための「多文化カレンダー」を作成。平成２１年

度は国連加盟国１９２か国全ての記念日と国旗を掲載。 

規  格  Ａ２ポスター版 

印刷部数  ３，０００部 

 

５ 国際交流団体育成事業                              

各種国際交流関係機関、団体等が実施する地域の国際交流事業に対し、支援を行った。 

 

（１）とよた国際交流市民会議 

時  期  第１回 平成２１年６月１２日（金）午後２時～４時 

     第２回 平成２２年３月４日（木） 午後２時～４時 

内  容  各団体の事業計画・報告、国際交流活動に関する情報交換、事業 

      協力依頼 



 
 

（２）助成金事業 

地域の国際化に貢献する国際交流・国際協力・多文化共生をテーマとした新規事

業への支援を目的に実施した。 

募集案内は４言語（日本語、ポルトガル語、中国語、英語）で作成。 

内  容  国際交流・国際協力・多文化共生事業の募集・審査・助成金交付 

     申請件数  ６団体 

     交付件数  ５団体 

     事 業 名  １）ＴＩＡボランティアグループＥ－ＩＦＦ 

             「Enjoy Toyota 第４改訂版作成」 

 内  容 豊田市及び周辺都市の観光スポット等３０か所を 

              取材、英語と日本語で紹介したガイドブックの改

訂。２，０００部作成。市内公共施設、ホテル、

当協会などに設置配布。 

             ２）Associação Nipo Brasileira de Toyota（豊田日伯協会） 

             「協会ホームページ立ち上げ」 

             内  容 外国人住民が豊田市で快適に暮らせるよう、日常 

                  生活に必要な情報の提供、豊田市の案内、協会の 

活動内容を掲載。 

           ３）保見ヶ丘ブラジル人協会 

             「外国人日本人プロジェクト（国際フェスタ）」 

             内  容 ブラジル音楽や食文化の紹介、ゲームや子ども対 

                  象の慈善イベントを行い日本人とブラジル人が交 

流、相互理解を得られるよう国際フェスタを保見

団地内で開催。 

             日  時 平成２１年５月１７日（日） 

             参 加 者 ３００人 

           ４）PARA CRIANÇAS 

             「日伯豊田市民交流会―映画『ブラジルから来たおじいちゃん』 

             上映会」 

             内  容 日本に暮らす日系ブラジル人を取り上げた映画を 

                  日伯両言語で上映、監督のトークショー、交流会

を開催し相互理解を図る。映画という親しみやす

いツールを用いることで子どもから大人まで幅広

い層が参加。 

             日  時 平成２１年４月２６日（日） 

             参 加 者 ５８人 

           ５）Spring Bon Bon 

             「見たい！知りたい！感じたい！となりの友だちと遊ぼ 

             う！！」 



 
 

             内  容 海外からの赴任者家族が多く住む地域の特性を活 

              かして、多国籍の親子との交流の機会を持つ。日

本の伝統遊びの紹介、各国の料理教室。 

             活動回数 ４７回 

             参 加 者 ７８５人（外国人２４９人） 

 

６ 調査・企画事業                                 

（１）多文化共生のまちづくり推進事業の取組 

地域の外国人住民が国籍や言葉の違いに関係なく、人間としての基本的な生活を

送る上で支障をきたさないよう、更には外国人住民がもたらす豊かな個性を生かし

ながら、多様な価値観の共存する多文化共生のまちづくり実現に向け、仕組みづく

りや法制度見直しなどの検討、関係部署との連携に取り組んだ。 

また、外国人集住都市会議・豊田市多文化共生推進協議会などを通じ、多文化共

生を内包した国際化の推進に努めた。 

更に、平成２０年度より継続して支援している「とよた日本語学習支援システム」

（市より名古屋大学への委託事業）については、システムコーディネーターと協力

しつつ、企業及び地域における日本語教室の開催やボランティア募集・派遣等のサ

ポートを随時行いながら、外国人住民に対する日本語学習の機会拡充の一翼を担っ

た。 

 

（２）その他の調査・企画事業の取組 

地域の国際化に即した本協会の業務内容及び果たすべき役割、組織体制等を確立

するため、国際化に携わる関係者との意見交換や所要の調査等を実施した。 

 

７ とよたグローバルスクエア運営事業                       

地域の国際交流の拠点として、国際交流や海外に関する情報の提供及び外国人への生活

やイベント、観光地等に関する情報の提供、各種相談への対応のほか、日本人と外国人と

の交流を深める場、ボランティア活動の場としてとよたグローバルスクエアを運営した。  
（１）ライブラリー、新聞・雑誌コーナーの運営  

市民が諸外国への理解や協力、国際化への認識を深めるために、また、外国人が

日本の歴史、文化、社会の理解を深めるための図書・雑誌等の収集・提供を行った。  
 

（２）インターネットＰＣ、無線ＬＡＮの設置 

多言語で対応できるインターネット端末と無線ＬＡＮを設置し、とよたグローバ

ルスクエアを訪れる市内在住外国人を含む市民への情報提供を行った。 

 

（３）掲示板など情報コーナーの充実  
掲示板など情報コーナーを充実させ、日本人と外国人との交流を深めるきっかけ

を提供した。また、多言語の情報・国際理解のイベント等の案内を収集・提供した。  



 
 

８ その他 ボランティアグループなどの活動実績                   

ＴＩＡに所属する８つのボランティアグループ活動の事業に対し、相談と支援を行った。 

 

（１）国際交流 

ア オープンハート 

①各種ホームステイにおけるコーディネートを行った。 

コロラド大学       平成２１年５月２９日～６月１日 

桜花学園大学留学生（韓国）平成２１年１１月１４日～１５日 

ウエイン州立大学     平成２２年３月１９日～２４日 

②「タンザニアの子どもたちの環境と文化に触れて考える国際貢献講座」 

 時 期  平成２１年１０月４日（日）午後０時半～４時半 

 内 容  タンザニアの子どもたちの現状の紹介、お菓子づくり、現代

絵画の体験を行った。 

 参加者  ６０人 

 

イ 日本文化紹介 

①豊田市来訪、在住・在勤の外国人に対し、日本文化を随時紹介 

（茶道・書道・華道・着付・折紙等） 

②日本文化体験デー 

 内 容  喜楽亭にて着付、折紙、習字、お花、お茶の体験を行った。 

 時 期  平成２１年５月３１日（日） 

 参加者  １７人 

③おこしものをつくろう 

 内 容  おひなさまのお供え物の“おこしもの”を作る講座を開講 

 時 期  平成２２年２月２８日（日） 

 参加者  １０人 

 

（２）国際協力 

ほづみ会 

タイ山岳民族の子どもの教育支援を目的としたバザーやタイ理解講座を実施

した。 

①「第２０回ほづみ会の集い」開催 平成２１年４月１１日（土） 

 内 容 中野穂積氏によるタイでの活動近況報告   

 参加者 ２０人 

②「若園交流館祭」参加 平成２１年９月２７日（日） 

 内 容 タイの民芸品、お菓子等のバザー 

 参加者 ３人 

③「ふれあい講座」開催 平成２２年１月１６日（土） 

 参加者 ２３人 



 
 

④「ほっとかん祭り」参加 平成２２年３月１４日（日） 

 内 容 タイ語教室、踊りの披露、お菓子とお茶の試食とバザー 

 参加者 ３人 

⑤２０周年記念誌「暁の空に」を発行 

 

（３）外国人住民との交流・支援 

ア Ｅ-ＩＦＦ 

①英語サロンの開催 

英語によるスピーチと質疑応答を行った。（ ）内は参加者数。 

    時 期  平成２１年 ４月２５日（４３人）、 ５月２３日（３８人） 

７月１１日（５０人）、 ９月２７日（１６人） 

１０月１８日（２０人）、１１月２８日（２４人） 

 平成２２年 ２月１３日（４３人） 

②酒蔵ツアーの開催 

外国人を対象とした英語ガイド付きの酒蔵見学を行った。（ ）内は参

加者数。 

時 期  平成２１年１１月１４日（１８人）、２１日（１１人） 

２８日（９人） 

      ③民芸館まつりを英語でガイド 

        時 期  平成２１年１０月３日（参加者１７人） 

      ④Enjoy Toyota 第４改訂版の発行（２,０００部） 

      ⑤その他 

        内部研修や英語の勉強会、海外からの来訪者に対する通訳、翻訳など依

頼に応じ、随時行った。 

 

イ ひらがなうぃずゆー 

外国人のためのひらがな情報紙「ひらがなうぃずゆー」を発行し、生活や地

域情報を２言語（ポルトガル語・英語）表記も含め、提供した。年３回発行。

発行部数は各回１，１００部。小・中学校の国際教室、地域の交流館や日本語

教室などを中心に配布。 

 

ウ 日本語サロン 

①日本語教室の開催 

外国人住民の日本語学習支援と子育て支援活動を実施した。 

前  期 平成２１年 ４月～９月  

学習者１５４人、託児受入２１人 

後  期 平成２１年１０月～平成２２年３月  

学習者１０７人、託児受入２０人 

 



 
 

②子育て情報誌の作成 

「のびのび子育て」（５か国語版）の改訂版を作成した。 

 

エ Ａｌｐｈａ日本語教室 

①日本語教室の開催 

毎週日曜日の日本語教室開催と、外国人との交流・仲間づくりを目的と

した各種交流事業（もちつき、郊外学習）を実施した。 

時  期 平成２１年 ５月～８月、９月～１２月 

平成２２年 １月～４月    計３期 

受講者数 平成２１年 ５月１８６人、９月１４３人 

平成２２年 １月１２１人 

      ②おいでんまつり参加  
ボランティアグループが中心となりプレおいでんまつりに参加した。 

時  期 平成２１年 ７月１１日（土）  
参  加  者 外国人・日本人 ２０名  
 

 オ 日本語教室はじめのいっぽ（新規） 

毎週日曜日の午後に新しく開設された日本語教室の運営と、外国人との交

流・仲間づくりを目的とした各種交流事業（料理体験教室・日本文化体験・郊

外学習）を実施した。 

時  期 前期 平成２１年４月～９月 

後期 平成２１年１０月～平成２２年３月 計２期 

受講者数 前期１４人、後期１２人 

 

（４）学習・情報提供 

 海外生活体験者グループ（平成２１年度は活動休止） 

 

（５）ＴＩＡ自主サークル 

既存の自主サークルに加え、平成２１年度は「ドイツ語自主サークル NANE」・「ポ

ルトガル語自主サークルビバ！ポルトゲス」・「スペイン語自主サークルフィエス

タ」・「英語自主サークルＧＬＯＢＥ」・「中国語自主サークル歩歩高」・「中国語自主

サークル華流会」の６つが新たな自主サークルとして加わり、延べ１３のサークル

が活発に活動を展開した。 


